
島根県下における
飲食店の労働災害発生状況とその対策
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令和３年における事故の型別災害発生状況
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経験年数が１年未満の災害発生率が高くなっています
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【労働災害防止のためのポイント】
今後、飲食店の営業の平常化に伴う災害の増加について、以下のポイントを参考に、災害防止に取

り組んでください。
①「転倒」の対策として、４Ｓ（整理、整頓、清潔、清掃）を徹底してください。
②「すべる」「つまずく」「踏み外す」の要因を排除してください。
③「高温・低温物との接触」をしないために、長袖を着用するなど作業に適した服装の着用を徹底
してください。
④「切れ・こすれ」をしないために、刃物を取り扱う場合は、刃物から目線を外さないでください。
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してください


